
 

 

『
ヤ
ン
キ
ー
、
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
く
』 

                                   



 

登
場
人
物 

城
ケ
崎
拓
海 

 
 
 

（
１
７
）
柴
崎
北
高
の
ヤ
ン
キ
ー 

 

市
野
瀬
美
子
（
み
こ
）（
１
７
）
柴
崎
北
高
の
不
登
校
の
女
子
生
徒 

 

ば
ぁ
ば 

 
 
 
 
 

（
６
５
）
美
子
の
祖
母 

 

寺
原
先
生 

 
 
 
 

（
５
２
）
城
ケ
崎
と
美
子
の
担
任 

 

原
田
優
斗 

 
 
 
 

（
２
３
）
柴
崎
北
高
の
伝
説
の
ヤ
ン
キ
ー 

 

原
田
ユ
カ
リ 

 
 
 

（
２
３
）
優
斗
の
妻 

 

明
石
ガ
ク 

 
 
 
 

（
１
６
）
城
ケ
崎
の
後
輩
ヤ
ン
キ
ー 

 

黒
崎
剛
太 

 
 
 
 

（
１
７
）
花
道
南
工
業
高
校
の
ヤ
ン
キ
ー 

 

早
川
龍
一
郎 

 
 
 

（
１
７
）
城
ケ
崎
の
友
人
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○ 

地
方
都
市
の
風
景 

 
 

 

街
の
奥
に
は
山
が
見
え
る
。 

Ｎ
「
時
は
１
９
９
０
年
。
こ
の
街
に
は
二
つ
の
高
校 

が
あ
る
。
一
つ
は
、
柴
崎
北
高
。
通
称
、
北
高
」 

 

○ 

北
高
・
外
観 

 
 

 

正
門
に
は
“
柴
崎
北
高
等
学
校
”
の
文
字
。 

そ
し
て
、
窓
ガ
ラ
ス
は
割
れ
て
い
る
。 

Ｎ
「
創
立
は
１
９
８
０
年
。
共
学
で
、
偏
差
値
は
３ 

２
。
特
に
強
い
部
活
な
ど
も
な
い
。
し
か
し
、
こ 

の
北
高
は
、
県
内
で
も
屈
指
の
ヤ
ン
キ
ー
高
で
、 

卒
業
後
は
、
地
元
の
工
場
や
造
園
業
、
家
業
を
引 

き
継
ぐ
者
が
多
く
、
中
に
は
極
道
の
道
に
進
む
者 

も
い
る
。
地
元
愛
が
強
く
、
仲
間
を
大
事
に
す
る 

ヤ
ン
キ
ー
高
だ
」 

 

○ 

南
高
・
外
観 

 
 

 

正
門
に
は
“
花
道
南
工
業
高
等
学
校
”
の
文 

字
。 

窓
ガ
ラ
ス
は
割
れ
て
い
る
。 
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Ｎ
「
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
花
道
南
工
業
高
等
学 

校
。
通
称
、
南
高
。
こ
こ
も
共
学
で
、
創
立
は
１ 

９
５
０
年
と
北
高
よ
り
も
歴
史
の
あ
る
ヤ
ン
キ
ー 

高
だ
。
北
高
と
同
じ
く
偏
差
値
は
３
２
で
、
特
に 

強
い
部
活
は
な
い
。
長
ら
く
こ
の
街
で
一
番
の
ヤ 

ン
キ
ー
高
だ
っ
た
が
、
北
高
の
台
頭
に
よ
り
、
そ 

の
座
は
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
危
機
感 

を
抱
い
て
い
た
」 

 

○ 

道 

 
 

 

原
付
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
北
高
の
ヤ
ン
キ 

ー
た
ち
。 

Ｎ
「
北
高
と
南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
た
ち
に
は
、
天
下
を 

取
る
と
い
う
野
望
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に 

ま
ず
は
、
自
分
の
学
校
で
番
長
に
な
ら
な
け
れ
ば 

な
れ
な
い
」 

 

○ 

コ
ン
ビ
ニ
・
前 

 
 

 

う
ん
こ
座
り
で
、
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
南
高 

の
ヤ
ン
キ
ー
た
ち
。 
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Ｎ
「
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
で
番
長
に
な
っ
た 

 

奴
を
中
心
に
、
仲
間
を
編
成
し
て
、
北
高
と
南
高 

 

の
戦
い
が
始
ま
る
。
こ
の
戦
い
は
“
天
下
統
一
戦
” 

 
と
呼
ば
れ
、
北
高
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
、
始
ま
っ 

 

た
伝
説
の
戦
い
だ
」 

 

○ 

空
地 

 
 

 

Ｔ
「
一
年
前
」 

 
 

 

北
高
と
南
高
に
よ
る
殴
り
合
い
の
喧
嘩
が
行 

わ
れ
て
い
る
。 

Ｎ
「
こ
の
街
に
生
ま
れ
た
男
は
、
幼
い
頃
か
ら
、
北 

 

高
か
南
高
に
進
学
す
る
事
が
決
ま
っ
て
お
り
、
番 

長
に
な
る
事
を
、
最
初
の
目
標
と
し
て
い
る
。
そ 

し
て
、
こ
の
天
下
統
一
戦
で
勝
つ
と
本
物
の
男
に 

な
れ
る
の
だ
」 

 ○ 

北
高
・
教
室
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
月
曜
日
」 

 
 

 

騒
が
し
い
教
室
内
。 

 
 

 

漫
画
を
読
ん
で
い
る
男
子
生
徒
、
化
粧
を
し 
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て
い
る
女
子
生
徒
な
ど
。 

 
 

 

教
壇
に
立
っ
て
い
る
担
任
の
、
寺
原
友
和 

（
５
２
）
は
黙
っ
た
ま
ま
だ
。 

Ｎ
「
そ
し
て
、
こ
の
男
も
天
下
統
一
戦
で
、
自
ら
の 

 

名
前
を
歴
史
に
残
す
事
に
、
命
を
か
け
て
い
た
」 

 
 

 

教
室
の
後
方
の
ド
ア
か
ら
、
入
っ
て
来
た
の 

 
 

 

は
、
城
ケ
崎
拓
海
（
１
７
）
だ
。 

 
 

 

城
ケ
崎
の
登
校
に
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
静
か 

 
 

 

に
な
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
一
番
後
ろ
の
真
ん
中
に
椅
子
に
座 

り
、
足
は
机
に
乗
せ
る
。 

Ｎ
「
城
ケ
崎
拓
海
。
こ
の
男
が
北
高
十
代
目
番
長
だ
」 

寺
原
先
生
「
お
い
、
城
ケ
崎
！
お
前
、
ま
た
遅
刻
だ 

ぞ
」 

城
ケ
崎
「
だ
か
ら
、
何
だ
よ
」 

寺
原
先
生
「
何
だ
よ
っ
て
。
い
い
か
、
社
会
に
出
る 

と
な
お
前
み
た
い
な
奴
は
通
用
し
な
い
ぞ
！
こ
れ 

は
、
城
ケ
崎
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
お
前
ら
全
員
に
言 

っ
て
い
る
か
ら
な
！
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
鼻
で
笑
う
。 
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寺
原
先
生
「
何
だ
？
何
が
お
か
し
い
？
」 

城
ケ
崎
「
社
会
っ
て
、
ろ
く
に
社
会
も
出
て
ね
ぇ
奴 

 

が
何
を
偉
そ
う
に
ぬ
か
し
て
ん
だ
よ
」 

寺
原
先
生
「
何
だ
と
」 

城
ケ
崎
「
だ
い
た
い
よ
、
先
生
っ
て
奴
は
、
ロ
ク
な 

 

奴
が
い
ね
ぇ
ん
だ
よ
。
大
学
出
て
か
ら
２
２
、
２ 

 

３
で
先
生
、
先
生
っ
て
言
わ
れ
る
か
ら
、
勘
違
い 

 

す
る
ん
だ
よ
」 

寺
原
先
生
「
お
前
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
て
い
う
か
、
お
前
、
い
い
歳
し
て
援
交
な 

 

ん
か
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
こ
の
前
、
お
前
が
桜 

ヶ
丘
の
女
子
高
生
と
ラ
ブ
ホ
か
ら
出
て
来
た
所
を 

俺
は
見
た
ん
だ
よ
」 

寺
原
先
生
「
何
・
・
・
」 

 
 

 

女
子
生
徒
か
ら
は
、
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。 

女
子
生
徒
Ａ
「
え
ー
、
キ
モ
っ
。
先
生
っ
て
ロ
リ
コ 

ン
な
の
？
」 

寺
原
先
生
「
な
、
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
」 

城
ケ
崎
「
お
前
ら
も
、
ス
カ
ー
ト
短
く
す
る
の
止
め 

た
方
が
い
い
ぜ
」 
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女
子
生
徒
Ａ
「
え
ー
、
見
て
い
る
と
か
？
」 

城
ケ
崎
「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
こ
い
つ
ぐ
ら
い 

 

の
変
態
に
な
る
と
、
盗
撮
し
て
ん
だ
よ
」 

 
 

 

女
子
生
徒
た
ち
は
、
悲
鳴
を
上
げ
る
。 

寺
原
先
生
「
静
か
に
し
な
さ
い
！
と
、
と
り
あ
え
ず
、 

プ
リ
ン
ト
を
配
る
か
ら
、
必
ず
ご
両
親
に
渡
す
事
。 

い
い
な
！
」 

 
 

 

寺
原
先
生
、
前
の
席
に
座
っ
て
い
る
生
徒
た 

ち
に
プ
リ
ン
ト
を
配
る
が
、
生
徒
た
ち
は
騒 

が
し
く
し
て
い
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
鼻
で
笑
う
。 

 
 

 

寺
原
先
生
、
窓
際
の
一
番
前
に
座
っ
て
い
る 

女
子
生
徒
Ｂ
に
プ
リ
ン
ト
を
５
枚
渡
そ
う
そ 

す
る
が
、
一
番
後
ろ
の
席
が
空
い
て
い
る
事 

に
気
づ
き
、
４
枚
に
す
る
。 

 
 

 

プ
リ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
女
子
生
徒
Ｂ
は
、 

プ
リ
ン
ト
を
汚
い
物
に
触
る
よ
う
な
感
じ
で 

触
る
。 

そ
れ
を
見
た
寺
原
先
生
は
、 

寺
原
先
生
「
・
・
・
お
い
、
城
ケ
崎
」 
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教
室
内
は
騒
が
し
く
、
寺
原
先
生
の
声
は
全 

然
、
聞
こ
え
な
い
。 

寺
原
先
生
「
城
ケ
崎
」 

女
子
生
徒
Ｂ
「
何
、
ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
ん
の
。
気
持 

ち
悪
い
」 

 
 

 

寺
原
先
生
、
と
て
も
大
き
な
声
で
、 

寺
原
先
生
「
お
い
、
城
ケ
崎
！
」 

 
 

 

静
か
に
な
る
教
室
内
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
何
だ
よ
。
変
態
、
せ
・
ん
・
せ
・ 

い
」 

寺
原
先
生
「
・
・
・
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
け
」 

城
ケ
崎
「
は
？
」 

寺
原
先
生
「
窓
際
の
一
番
後
ろ
の
席
の
、
市
野
瀬
さ 

ん
の
家
に
、
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
け
」 

城
ケ
崎
「
何
で
、
俺
が
。
て
い
う
か
、
市
野
瀬
っ
て 

誰
だ
よ
」 

寺
原
先
生
「
お
前
は
、
何
も
分
か
ら
な
い
と
思
う
が
、 

市
野
瀬
さ
ん
は
、
ず
っ
と
学
校
に
来
て
い
な
い
。 

私
が
、
一
週
間
分
を
ま
と
め
て
、
市
野
瀬
さ
ん
の 

家
に
届
け
に
行
っ
て
い
た
が
、
も
う
そ
れ
も
め
ん 
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ど
く
さ
く
な
っ
て
き
た
」 

城
ケ
崎
「
お
い
お
い
、
み
ん
な
聞
い
た
か
？
こ
れ
が 

 

職
務
怠
慢
っ
て
や
つ
だ
よ
。
し
ょ
う
が
ね
ぇ
な
、 

 
先
生
っ
て
奴
は
。
た
だ
の
税
金
泥
棒
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」 

寺
原
先
生
「
お
前
が
私
に
何
を
言
お
う
が
、
も
う
ど 

う
で
も
い
い
。
と
に
か
く
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
届
け 

に
行
け
」 

城
ケ
崎
「
行
く
訳
ね
ぇ
だ
ろ
。
て
い
う
か
、
自
分
で 

取
り
に
来
い
っ
て
、
そ
の
市
野
瀬
っ
て
奴
に
言
っ 

て
お
け
」 

寺
原
先
生
「
お
前
、
遅
刻
と
無
断
欠
席
が
ど
れ
ぐ
ら 

い
あ
る
か
、
知
っ
て
い
る
か
？
」 

城
ケ
崎
「
い
ち
い
ち
数
え
て
ね
ぇ
よ
」 

寺
原
先
生
「
遅
刻
１
１
７
回
。
無
断
欠
席
３
４
。
こ 

の
ま
ま
だ
と
、
卒
業
出
来
な
い
ぞ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
鼻
で
笑
う
。 

寺
原
先
生
「
お
前
、
卒
業
後
は
、
バ
イ
ク
屋
で
働
く 

事
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
」 

城
ケ
崎
「
何
で
、
お
前
が
知
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」 

寺
原
先
生
「
い
い
の
か
。
卒
業
、
出
来
な
い
事
が 
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“
原
田
さ
ん
“
に
バ
レ
て
も
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
舌
打
ち
を
し
て
、
寺
原
先
生
の
元 

に
向
か
う
。 

城
ケ
崎
「
あ
～
、
め
ん
ど
く
せ
ぇ
！
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
寺
原
先
生
、
向
か
い
合
っ
て
立
つ
。 

寺
原
先
生
「
今
日
か
ら
、
一
週
間
。
お
前
に
は
市
野 

瀬
さ
ん
の
家
に
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
っ
て
も
ら 

う
。
一
日
で
も
、
そ
れ
を
怠
る
と
、
お
前
は
卒
業 

出
来
な
い
。
分
か
っ
た
な
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

寺
原
先
生
「
お
前
は
何
に
も
続
か
な
い
、
中
途
半
端 

 

な
奴
だ
か
ら
な
。
出
来
る
か
心
配
だ
な
ぁ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
寺
原
先
生
か
ら
プ
リ
ン
ト
を
奪
い 

取
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
上
等
だ
よ
。
や
っ
て
や
る
よ
」 

 

タ
イ
ト
ル 

 
 

 

『
ヤ
ン
キ
ー
、
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
く
』 
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○ 

道
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 

 
○ 
市
野
瀬
家
・
前
（
夕
方
） 

 
 

 
城
ケ
崎
、
バ
イ
ク
を
停
め
る
。 

 
 

 

美
子
の
家
は
、
３
階
建
て
で
、
こ
の
街
で
一 

番
大
き
な
家
だ
。 

城
ケ
崎
、
家
の
外
観
を
眺
め
て
、 

城
ケ
崎
「
金
持
ち
か
よ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
連
打
す
る
。 

城
ケ
崎
「
早
く
出
ろ
よ
」 

 
 

 

家
の
中
か
ら
、
美
子
の
ば
ぁ
ば
（
６
５
）
が 

出
て
く
る
。 

ば
ぁ
ば
「
は
い
は
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
ど
ち
ら 

様
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
柴
崎
北
高
等
学
校
。
第
十
代
目
番
長
、
城 

ケ
崎
拓
海
。
担
任
か
ら
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
預
か
っ 

た
。
こ
れ
を
お
前
ん
所
の
奴
に
渡
し
て
欲
し
い
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
ば
ぁ
ば
に
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。 

ば
ぁ
ば
「
あ
ぁ
、
美
子
の
お
友
達
ね
。
あ
り
が
と
う 
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ね
。
ち
ゃ
ん
と
、
美
子
に
渡
し
て
お
き
ま
す
か
ら
」 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
プ
リ
ン
ト
を
受
け
取
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
に
座
る
と
、 

ば
ぁ
ば
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
し
て
い
き 

 

ま
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
暇
な
ん
か
ね 

ぇ
よ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
走
り
出
す
。 

 

○ 

同
・
美
子
の
部
屋 

 
 

 

市
野
瀬
美
子
（
１
７
）
は
、
カ
ー
テ
ン
の
隙 

間
か
ら
、
城
ケ
崎
と
ば
ぁ
ば
の
や
り
取
り
を 

見
て
い
た
。 

 
 

 

部
屋
に
ノ
ッ
ク
音
が
す
る
。 

美
子
「
は
い
」 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
入
っ
て
く
る
。 

ば
ぁ
ば
「
美
子
、
こ
れ
、
お
友
達
が
持
っ
て
来
て
く 

れ
た
わ
よ
」 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
美
子
に
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。 

美
子
「
あ
り
が
と
う
」 
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ば
ぁ
ば
「
今
日
は
、
美
子
の
好
き
な
ハ
ン
バ
ー
グ
だ 

か
ら
、
楽
し
み
に
し
と
い
て
ね
」 

美
子
「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
部
屋
を
出
る
。 

 
 

 
美
子
、
手
に
取
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
見
る
。 

美
子
「
友
達
な
ん
て
、
い
な
い
の
に
」 

 

○ 

道
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 

 

○ 

バ
イ
ク
屋
（
夜
） 

 
 

 

店
主
で
、
北
高
Ｏ
Ｂ
の
原
田
優
斗
（
２
３
） 

 
 

 

が
、
バ
イ
ク
の
修
理
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
は
、
近
く
で
見
て
い
る
。 

原
田
さ
ん

「
（

笑
い
）
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
く
と 

わ
な
ぁ
。
何
か
、
可
愛
い
な
」 

城
ケ
崎
「
笑
い
ご
と
じ
ゃ
な
い
っ
す
よ
。
そ
れ
を
し 

 

な
い
と
卒
業
出
来
な
い
ん
で
す
か
ら
」 

原
田
さ
ん
「
そ
う
だ
な
。
せ
っ
か
く
北
高
に
入
学
出 

来
た
ん
だ
か
ら
、
卒
業
ぐ
ら
い
し
な
い
と
」 
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城
ケ
崎
「
卒
業
し
な
い
と
、
こ
こ
で
働
か
せ
て
も
ら 

 

え
な
い
ん
だ
い
よ
ね
？
」 

原
田
さ
ん
「
も
ち
ろ
ん
だ
。
中
卒
は
ダ
メ
だ
ぞ
。
こ 

の
バ
イ
ク
屋
だ
っ
て
、
別
に
儲
か
っ
て
い
る
訳
じ 

ゃ
な
い
ん
だ
し
、
何
か
あ
っ
た
時
に
他
の
場
所
で 

就
職
出
来
な
く
な
る
か
ら
な
」 

城
ケ
崎
「
う
ん
」 

原
田
さ
ん
「
お
前
だ
っ
て
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
育 

て
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
な
」 

城
ケ
崎
「
う
ん
」 

原
田
さ
ん
「
だ
け
ど
、
一
週
間
っ
て
言
っ
て
い
た
け 

ど
、
天
下
統
一
戦
は
大
丈
夫
な
の
か
？
」 

城
ケ
崎
「
大
丈
夫
だ
よ
、
た
だ
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に 

 

い
け
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら
」 

原
田
さ
ん
「
そ
う
か
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
今
年
の
天
下
統
一
戦
は
必
ず
勝
つ
」 

原
田
さ
ん
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
ね
ぇ
、
俺
に
も
触
ら
せ
て
よ
」 

原
田
さ
ん
「
・
・
・
う
ん
？
あ
ぁ
、
や
っ
て
み
る
か
」 

 
 

 

原
田
さ
ん
、
工
具
を
城
ケ
崎
に
渡
す
。 
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城
ケ
崎
、
工
具
を
受
け
取
る
。 

原
田
さ
ん
「
拓
海
、
お
前
、
本
当
に
バ
イ
ク
屋
に
な 

 

る
の
か
？
」 

城
ケ
崎
「
当
た
り
前
だ
ろ
。
俺
に
は
、
バ
イ
ク
し
か 

 

ね
ぇ
か
ら
」 

原
田
さ
ん
「
・
・
・
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
バ
イ
ク
を
い
じ
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
と
原
田
さ
ん
の
元
に
、
原
田
さ
ん
の 

 
 

 

妻
、
原
田
ユ
カ
リ
（
２
３
）
が
来
る
。 

ユ
カ
リ
「
拓
海
君
、
ど
う
ぞ
」 

 
 

 

ユ
カ
リ
、
城
ケ
崎
に
お
茶
を
差
し
出
す
。 

 
 

 

ユ
カ
リ
は
、
現
在
、
妊
娠
を
し
て
い
る
。 

城
ケ
崎
「
あ
り
が
と
う
。
で
も
、
い
ち
い
ち
い
い
の 

に
。
妊
娠
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
」 

ユ
カ
リ
「
拓
海
君
は
優
し
い
ね
。
ど
っ
か
の
誰
か
と 

 

違
っ
て
」 

原
田
さ
ん
「
何
だ
よ
。
俺
だ
っ
て
優
し
い
だ
ろ
」 

ユ
カ
リ
「
何
か
、
よ
く
分
か
ん
な
い
殴
り
合
い
な
ん 

 

か
し
な
い
で
欲
し
い
な
」 

城
ケ
崎
「
ユ
カ
リ
さ
ん
に
は
、
関
係
な
い
だ
ろ
」 
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原
田
さ
ん
「
そ
う
だ
な
。
拓
海
は
優
し
い
か
ら
な
。 

 

お
前
は
お
前
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
何
だ
よ
、
そ
れ
」 

 

○ 

南
高
・
正
門
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
火
曜
日
」 

 

○ 

同
・
校
舎
裏 

 
 

 

椅
子
に
座
っ
て
い
る
の
は
、
花
道
南
工
業
高 

等
学
校
四
十
代
目
番
長
、
黒
崎
剛
太
（
１
７
） 

黒
崎
の
周
り
に
は
、
南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
、
５ 

０
名
程
が
い
る
。 

黒
崎
の
元
に
、
情
報
収
集
係
の
ヤ
ン
キ
ー
が 

来
る
。 

情
報
収
集
係
「
す
い
ま
せ
ん
、
遅
れ
ま
し
た
」 

黒
崎
「
お
ぉ
、
で
、
ど
う
な
ん
だ
？
」 

情
報
収
集
係
「
今
年
の
天
下
統
一
戦
は
、
我
が
南
高 

 

が
有
利
か
と
」 

 
 

 

周
り
の
南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
た
ち
か
ら
“
お
～
” 

 
 

 

と
い
う
声
が
上
が
る
。 
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情
報
収
集
係
「
番
長
が
早
川
龍
一
郎
か
ら
、
城
ケ
崎 

 

拓
海
に
代
わ
っ
て
か
ら
、
相
手
の
戦
力
は
か
な
り 

 

落
ち
て
い
ま
す
。
統
率
も
全
く
出
来
て
い
ま
せ
ん
」 

黒
崎
「
そ
う
か
」 

情
報
収
集
係
「
城
ケ
崎
も
、
こ
こ
最
近
は
単
独
行
動 

 

が
多
い
で
す
し
、
決
戦
当
日
も
、
一
人
で
挑
ん
で 

 

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ 

 

ば
、
今
年
の
天
下
統
一
戦
は
、
南
高
の
勝
利
は
確 

実
で
す
」 

 
 

 

歓
声
を
上
げ
る
南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
た
ち
。 

黒
崎
「
・
・
・
う
る
せ
ぇ
！
（
大
声
で

）
」 

 
 

 

黙
る
ヤ
ン
キ
ー
た
ち
。 

黒
崎
「
南
高
の
勝
利
じ
ゃ
ね
ぇ
ん
だ
よ
。
俺
の
勝
利 

 

な
ん
だ
よ
」 

 

○ 

道
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
前
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
鳴
ら
す
。 
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手
に
は
プ
リ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
。 

 
 

 

家
の
中
か
ら
、
ば
ぁ
ば
が
出
て
く
る
。 

城
ケ
崎
「
ま
た
、
こ
の
バ
バ
ア
か
よ
（
小
声
で

）
」 

ば
ぁ
ば
「
こ
ん
に
ち
は
。
番
長
の
城
ケ
崎
さ
ん
で
す 

 

ね
」 

城
ケ
崎
「
そ
う
だ
け
ど
」 

ば
ぁ
ば
「
今
日
も
、
何
か
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
来
た
」 

ば
ぁ
ば
「
あ
ら
、
昨
日
に
続
い
て
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。 

 

美
子
に
、
ち
ゃ
ん
と
渡
し
て
お
き
ま
す
か
ら
」 

城
ケ
崎
「
そ
の
美
子
っ
て
奴
、
呼
ん
で
こ
い
よ
」 

ば
ぁ
ば
「
え
？
」 

城
ケ
崎
「
俺
は
、
あ
ん
た
に
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
渡
し 

 

に
来
た
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
て
め
ぇ
の
プ
リ
ン
ト
ぐ
ら 

 

い
、
て
め
ぇ
で
取
り
に
来
い
っ
て
言
っ
て
来
い
」 

ば
ぁ
ば
「
は
ぁ
・
・
・
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
い
て
下
さ 

い
ね
」 

城
ケ
崎
「
勘
違
い
す
る
な
よ
、
別
に
怒
っ
て
ね
ぇ
か 

ら
。
ち
ょ
っ
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
だ
け
だ
」 

ば
ぁ
ば
「
は
い
」 
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ば
ぁ
ば
、
ド
ア
を
閉
め
て
、
美
子
の
部
屋
へ 

と
向
か
う
。 

 
 

 

城
ケ
崎
は
、
舌
打
ち
を
す
る
。 

城
ケ
崎
「
あ
ん
な
年
寄
り
の
バ
バ
ア
に
取
り
に
行
か 

せ
る
な
ん
て
、
ど
ん
な
奴
な
ん
だ
よ
」 

 
 

 

ド
ア
が
開
く
と
、
美
子
が
現
れ
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
お
前
か
」 

美
子
「
・
・
・
何
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
何
で
す
か
。
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
お
前
が
学
校 

に
来
ね
ぇ
か
ら
、
俺
が
、
お
前
の
家
ま
で
、
わ
ざ 

わ
ざ
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
く
事
に
な
っ
て
ん
だ 

よ
」 

美
子
「
・
・
・
そ
う
で
す
か
」 

城
ケ
崎
「
そ
う
で
す
か
？
お
前
、
喧
嘩
売
っ
て
ん
の 

か
？
」 

美
子
「
そ
の
喧
嘩
、
買
っ
た
ら
殴
る
ん
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
殴
り
は
し
ね
ぇ
。
あ
い
に
く
、
女 

子
は
殴
ら
ね
ぇ
っ
て
、
先
輩
と
約
束
し
た
ん
で
ね
。 

で
も
、
俺
が
女
子
だ
っ
た
ら
、
今
こ
こ
で
、
お
前 
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を
確
実
に
殴
っ
て
い
る
」 

美
子
「
・
・
・
暴
力
は
い
け
ま
せ
ん
」 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
？
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
い
ち
い
ち
、
癪
に
触
る
事
を
言
う
奴
だ
な
。 

 

と
り
あ
え
ず
よ
、
こ
れ
、
渡
し
た
か
ら
な
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
美
子
に
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。 

美
子
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。 

美
子
、
ド
ア
を
閉
め
る
。 

 

○ 

道
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 

 

○ 

十
字
路
（
夕
方
） 

 
 

 

原
付
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
城
ケ
崎
、
赤
信 

号
で
待
っ
て
い
る
。 

少
し
遠
く
に
あ
る
電
柱
を
見
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 
 

 
×

 
×

 
×
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（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
） 

 
 

 

電
柱
に
突
撃
す
る
一
台
の
原
付
バ
イ
ク
。 

 
 

 

大
破
し
た
原
付
バ
イ
ク
を
見
て
い
る
城
ケ
崎
。 

 
 

 

地
面
に
倒
れ
て
い
る
の
は
、
城
ケ
崎
の
親
友
、 

 
 

 
早
川
龍
一
郎
（
１
７
） 

城
ケ
崎
「
お
、
お
い
、
龍
一
郎
。
大
丈
夫
か
よ
」 

 
 

 

早
川
、
意
識
が
朦
朧
と
し
て
い
る
。 

早
川
「
た
、
拓
海
・
・
・
お
前
が
番
長
に
な
っ
て
、 

 

天
下
統
一
戦
で
勝
て
。
お
、
男
に
な
っ
て
く
れ
」 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 
 

 

後
ろ
の
車
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ
れ
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る
。 

 

○ 

地
方
都
市
の
風
景
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
水
曜
日
」 

 

○ 

北
高
・
裏
庭
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
階
段
に
座
り
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
。 

 
 

 

手
に
は
、
美
子
へ
と
渡
す
プ
リ
ン
ト
を
持
っ 
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て
い
る
。 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
、
め
ん
ど
く
せ
ぇ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
立
ち
上
が
る
と
、
裏
庭
に
北
高
の 

 
 

 

後
輩
ヤ
ン
キ
ー
４
名
が
来
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 
 

 

そ
の
内
の
一
人
、
明
石
ガ
ク
（
１
６
）
が 

「
行
こ
う
ぜ
」
と
小
さ
く
言
い
、
４
人
は
引 

き
返
す
。 

城
ケ
崎

「
（

舌
打
ち
を
す
る

）
」 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
前
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
鳴
ら
す
。 

 
 

 

家
の
中
か
ら
、
ば
ぁ
ば
が
出
て
来
る
。 

ば
ぁ
ば
「
あ
～
、
城
ケ
崎
さ
ん
。
こ
ん
ば
ん
は
」 

城
ケ
崎
「
こ
ん
ば
ん
は
」 

ば
ぁ
ば
「
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
て
い
て
ね
」 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
ド
ア
を
閉
め
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
た
め
息
を
し
て
“
早
く
し
ろ
よ
” 

 
 

 

と
い
う
苛
立
ち
か
ら
か
、
貧
乏
ゆ
す
り
の
様 

 
 

 

に
足
を
動
か
す
。 
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ド
ア
が
開
き
、
中
か
ら
美
子
が
出
て
来
る
。 

美
子
「
こ
ん
に
ち
は
」 

城
ケ
崎
「
こ
ん
ば
ん
は
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
引
き
こ
も
り
す
ぎ
て
、
時
間
感
覚
狂
っ
た 

 

か
？
」 

美
子
「
引
き
こ
も
り
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
別
に
一
日 

中
、
寝
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
か
ら
、 

ち
ゃ
ん
と
勉
強
は
し
て
い
ま
す
」 

城
ケ
崎
「
そ
れ
は
、
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
プ
リ
ン
ト
を
差
し
出
す
。 

 
 

 

美
子
、
プ
リ
ン
ト
を
受
け
取
ろ
う
と
す
る
と
、 

城
ケ
崎
が
、
手
を
引
っ
込
め
る
。 

美
子
「
・
・
・
何
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
い
つ
も
、
こ
の
時
間
に
な
っ
た
ら
、
お
前 

 

が
出
ろ
。
毎
回
、
毎
回
、
あ
の
バ
バ
ア
が
大
変
だ 

 

ろ
。
年
寄
り
は
敬
え
」 

美
子
「
・
・
・
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
美
子
に
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。 

城
ケ
崎
「
て
い
う
か
、
何
で
、
お
前
、
学
校
に
来
な 
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い
ん
だ
よ
」 

美
子
「
何
で
っ
て
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

美
子
「
・
・
・
私
が
弱
い
か
ら
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 

○ 

北
高
・
廊
下
（
昼
） 

 
 

 

Ｔ
「
木
曜
日
」 

 

○ 

同
・
教
室 

 
 

 

寺
原
先
生
に
よ
る
社
会
の
授
業
が
行
わ
れ
て 

い
る
が
、
学
級
崩
壊
が
起
こ
っ
て
い
る
。 

 
 

 

椅
子
に
座
り
、
机
に
足
を
乗
せ
て
い
る
城
ケ 

崎
は
、
ガ
ム
を
噛
ん
で
い
る
。 

城
ケ
崎
、
空
席
に
な
っ
て
い
る
美
子
の
席
を 

見
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
（
腕
組
み
も
し
て
い
る

）
」 

 

○ 

道
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 
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○ 

市
野
瀬
家
・
前
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
鳴
ら
す
と
、 

 
 

 

す
ぐ
に
ド
ア
が
開
き
、
中
に
は
美
子
が
い
る
。 

城
ケ
崎
「
早
っ
！
」 

美
子
「
昨
日
、
待
っ
て
い
ろ
と
言
っ
て
い
た
の
で
」 

城
ケ
崎
「
待
っ
て
い
ろ
。
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
お 

 

前
が
出
ろ
っ
て
言
っ
た
ん
だ
」 

美
子
「
・
・
・
」 

 
 

 

美
子
、
無
言
で
手
を
差
し
出
す
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
あ
ぁ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
美
子
に
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。 

美
子
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

美
子
、
ド
ア
を
閉
め
よ
う
と
す
る
と
、 

城
ケ
崎
「
お
前
が
学
校
に
来
な
い
理
由
、
分
か
っ
た
」 

美
子
「
え
？
」 

城
ケ
崎
「
俺
ら
の
ク
ラ
ス
、
完
全
に
学
級
崩
壊
だ
わ
。 

 

あ
ん
な
環
境
で
勉
強
な
ん
か
出
来
る
訳
ね
ぇ
」 

美
子
「
・
・
・
は
ぁ
」 

城
ケ
崎
「
俺
は
、
ず
っ
と
引
き
こ
も
っ
て
い
る
お
前 

 

を
馬
鹿
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ
れ
な
ら
、
家
で 
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勉
強
し
て
い
る
方
が
い
い
わ
。
お
前
、
見
る
か
ら 

 

に
頭
良
さ
そ
う
だ
も
ん
な
。
大
学
と
か
行
く
の
か
」 

美
子
「
は
い
」 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
、
そ
う
。
ま
ぁ
、
頑
張
れ
よ
」 

美
子
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
そ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
す
る
と
、 

美
子
「
あ
の
！
」 

城
ケ
崎
「
あ
？
」 

美
子
「
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
っ
て
、
ど
ん
な
感
じ
な
ん 

 

で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
ど
ん
な
感
じ
っ
て
、
普
通
の
ク
ラ
ス
だ
よ
。 

 

ま
ぁ
、
担
任
は
変
態
だ
け
ど
な
」 

美
子
「
変
態
？
」 

 
 

 

美
子
、
ク
ス
っ
と
笑
う
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
何
が
お
か
し
い
？
」 

美
子
「
先
生
が
変
態
。
子
ど
も
た
ち
を
教
育
す
る
立 

場
の
者
が
変
態
だ
な
ん
て
、
何
だ
か
、
お
か
し
い 

で
す
ね
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
お
か
し
く
ね
ぇ
よ
」 

美
子
「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
」 
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城
ケ
崎
「
・
・
・
本
来
、
教
師
っ
て
い
う
も
ん
は
、 

 

お
前
み
た
い
な
奴
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
寄
り
添 

 

う
べ
き
だ
ろ
」 

美
子
「
・
・
・
は
ぁ
」 

城
ケ
崎
「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
な
。
美
子
」 

美
子
「
・
・
・
あ
、
は
い
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。 

 

○ 

同
・
美
子
の
部
屋 

 
 

 

椅
子
に
座
っ
て
い
る
美
子
、
城
ケ
崎
か
ら
受 

け
取
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
手
に
持
っ
て
い
る
。 

プ
リ
ン
ト
に
は
“
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い 

学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
講
演
会
の
お
し
ら 

せ
“
と
書
か
れ
て
い
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 

○ 

地
方
都
市
の
風
景
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
金
曜
日
」 

 

○ 

北
高
・
廊
下
（
夕
方
） 
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城
ケ
崎
、
廊
下
に
も
た
れ
て
煙
草
を
吸
っ
て 

 
 

 

い
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
の
元
に
、
後
輩
ヤ
ン
キ
ー
４
人
が
や 

っ
て
来
る
。 

城
ケ
崎
の
事
を
避
け
て
い
る
ヤ
ン
キ
ー
４
人 

組
だ
。 

 
 

 

４
人
組
の
一
人
、
ガ
ク
が
、 

ガ
ク
「
城
ケ
崎
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
何
だ
よ
」 

ガ
ク
「
俺
ら
、
１
年
の
奴
ら
で
話
を
し
た
ん
で
す
け 

ど
、
今
年
の
天
下
統
一
戦
に
は
出
な
い
事
に
は
し 

ま
し
た
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

ガ
ク
「
俺
ら
は
、
早
川
さ
ん
を
慕
っ
て
い
た
訳
で
、 

別
に
城
ケ
崎
さ
ん
を
、
慕
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
し
、
１
年
の
中
に
は
、
番
長
が
城
ケ
崎
さ 

ん
の
事
に
納
得
し
て
い
な
い
奴
ら
も
い
ま
す
」 

城
ケ
崎
「
そ
れ
は
仕
方
ね
ぇ
だ
ろ
。
俺
が
ナ
ン
バ
ー 

２
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
よ
」 

ガ
ク
「
だ
か
ら
、
そ
れ
が
納
得
い
っ
て
い
な
い
っ
て 
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言
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
城
ケ
崎
さ
ん
っ
て
、
こ 

う
言
っ
ち
ゃ
あ
れ
な
ん
で
す
が
、
タ
イ
マ
ン
と
か 

別
に
強
く
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
？
何
だ
と
テ
メ
ェ
！
」 

 
 

 
城
ケ
崎
、
ガ
ク
の
胸
倉
を
掴
む
。 

ガ
ク
「
何
す
か
？
殴
り
た
け
れ
ば
、
殴
っ
て
い
い
で 

す
よ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

ガ
ク
「
な
ん
な
ら
、
こ
こ
で
タ
イ
マ
ン
張
っ
て
、
俺 

が
勝
っ
た
ら
、
北
高
の
番
長
っ
て
事
で
い
い
で
す 

か
？
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
ガ
ク
の
胸
倉
を
離
し
、
そ
の
場
を 

離
れ
る
。 

ガ
ク
「
逃
げ
る
ん
で
す
か
！
勝
負
し
ま
し
ょ
う
よ
！
」 

城
ケ
崎
「
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
く
ん
だ
よ
！
」 

 

○ 

道
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 
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○ 

市
野
瀬
家
・
前
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
鳴
ら
そ
う
と 

 
 

 

す
る
と
、
ド
ア
が
開
き
、
美
子
が
立
っ
て
い 

る
。 

城
ケ
崎
「
は
ぁ
ぁ
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」 

美
子

「
（

ク
ス
っ
と
笑
い
）
バ
イ
ク
の
音
が
し
た
ん 

 

で
」 

城
ケ
崎
「
あ
、
あ
ぁ
」 

美
子
「
今
日
は
何
の
プ
リ
ン
ト
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
進
路
に
つ
い
て
だ
よ
。
こ
れ
結
構
、
大
事 

 

な
プ
リ
ン
ト
だ
か
ら
無
く
す
な
よ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
美
子
に
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。 

 
 

 

受
け
取
っ
た
美
子
は
、 

美
子
「
こ
れ
、
書
い
て
、
変
態
教
師
に
渡
さ
な
き
ゃ 

い
け
な
い
ん
で
す
よ
ね
」 

城
ケ
崎
「
ま
ぁ
、
そ
う
だ
な
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎

「
（

舌
打
ち
し
て
）
渡
す
の
が
面
倒
く
せ
ぇ 

 

な
ら
俺
が
届
け
て
や
る
よ
」 

美
子
「
ホ
ン
ト
で
す
か
？
助
か
り
ま
す
。
あ
り
が
と 
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う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

城
ケ
崎
「
別
に
感
謝
す
る
程
の
事
で
も
無
い
だ
ろ
」 

美
子
「
城
ケ
崎
君
は
、
進
路
は
ど
う
す
る
ん
で
す 

か
？
ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い
る
の
？
」 

城
ケ
崎
「
俺
は
バ
イ
ク
屋
に
な
る
。
バ
イ
ク
屋
に
な 

る
の
が
、
俺
の
夢
な
ん
だ
」 

美
子
「
バ
イ
ク
好
き
な
ん
だ
ね
。
あ
の
バ
イ
ク
か
っ 

 

こ
い
い
も
ん
ね
」 

城
ケ
崎
「
だ
ろ
！
何
だ
、
結
構
い
い
セ
ン
ス
し
て
ん 

 

じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
俺
、
バ
イ
ク
好
き
な
ん
だ
よ
！
」 

 
 

 

美
子
、
微
笑
む
。 

美
子
「
好
き
な
事
を
仕
事
に
す
る
っ
て
、
い
い
な
ぁ
」 

城
ケ
崎
「
美
子
は
、
ど
ん
な
大
学
に
行
く
ん
だ
よ
」 

美
子
「
私
は
、
看
護
大
学
に
行
き
た
い
で
す
。
病
気 

 

や
ケ
ガ
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
助
け
た
い
で
す
。 

 

ま
ぁ
、
父
親
が
医
者
っ
て
い
う
の
も
影
響
し
て
い 

 

る
ん
で
す
け
ど
ね
」 

城
ケ
崎
「
な
る
ほ
ど
、
父
親
は
医
者
か
。
な
ん
で
、 

 

そ
ん
な
に
金
持
っ
て
い
る
の
か
、
気
に
な
っ
て
い 

 

た
ん
だ
よ
」 
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美
子
「
は
い
」 

城
ケ
崎
「
あ
と
、
気
に
な
る
ん
だ
け
ど
、
お
前
み
た 

 

い
な
真
面
目
そ
う
な
奴
が
何
で
、
北
高
に
入
学
し 

 
た
ん
だ
よ
」 

美
子
「
北
高
し
か
入
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
実
は
、 

中
学
の
頃
、
私
、
全
然
勉
強
出
来
な
く
て
、
偏
差 

値
は
３
２
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん
で
す
」 

城
ケ
崎
「
そ
れ
っ
て
、
バ
カ
な
の
か
」 

美
子
「
か
な
り
。
宿
題
と
か
も
全
部
、
ば
ぁ
ば
に
や 

っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
」 

城
ケ
崎
「
お
前
、
あ
の
バ
バ
ア
に
負
担
か
け
す
ぎ
だ 

 

ろ
」 

美
子
「
だ
か
ら
、
頑
張
り
た
い
ん
で
す
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

美
子
「
今
度
は
、
自
分
の
力
で
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け 

 

な
い
ん
で
す
。
強
く
な
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
な
ん
か
、
よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
、 

頑
張
れ
よ
。
話
し
て
み
な
い
と
分
か
ん
な
い
事
と 

か
、
あ
る
ん
だ
な
。
美
子
な
ら
何
で
も
や
れ
そ
う 

だ
よ
。
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
奴
は
応
援
し
た
く 
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な
る
」 

美
子
「
・
・
・
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

美
子
の
元
に
、
ば
ぁ
ば
が
来
る
。 

ば
ぁ
ば
「
美
子
、
夕
飯
の
支
度
が
出
来
た
よ
」 

美
子
「
う
ん
」 

ば
ぁ
ば
「
あ
～
、
城
ケ
崎
さ
ん
、
こ
ん
ば
ん
は
」 

城
ケ
崎
「
こ
ん
ば
ん
は
。
じ
ゃ
あ
、
俺
は
行
く
わ
」 

美
子
「
う
ん
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。 

 

○ 

同
・
玄
関 

 
 

 

美
子
、
玄
関
の
ド
ア
を
閉
め
る
。 

 
 

 

ば
ぁ
ば
は
美
子
に
、 

ば
ぁ
ば
「
城
ケ
崎
さ
ん
と
仲
が
良
い
ん
だ
ね
」 

美
子
「
え
？
あ
ぁ
、
そ
う
な
の
か
な
」 

ば
ぁ
ば
「
城
ケ
崎
さ
ん
は
、
着
て
い
る
服
の
サ
イ
ズ 

は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
言
葉
使
い
は
少
々
、 

乱
暴
だ
け
ど
、
綺
麗
な
瞳
を
し
て
い
て
、
と
て
も 

魅
力
的
な
人
だ
と
思
う
」 

美
子
「
ば
ぁ
ば
も
そ
う
思
う
？
」 
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ば
ぁ
ば
「
う
ん
」 

美
子
「
そ
う
だ
よ
ね
、
城
ケ
崎
君
っ
て
、
ヤ
ン
キ
ー 

だ
け
ど
、
と
て
も
優
し
い
方
だ
よ
ね
」 

ば
ぁ
ば
「
私
が
美
子
ぐ
ら
い
の
年
な
ら
、
き
っ
と
恋 

を
得
て
い
た
な
」 

美
子
「
恋
を
得
て
い
た
・
・
・
」 

 

○ 

北
高
・
外
観
（
夕
方
） 

 
 

 

Ｔ
「
土
曜
日
」 

 

○ 

同
・
職
員
室 

 
 

 

城
ケ
崎
は
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

寺
原
先
生
は
、
椅
子
に
座
り
テ
ス
ト
の
採
点 

 
 

 

を
し
て
い
る
。 

城
ケ
崎
「
は
？
ど
う
い
う
事
な
ん
だ
よ
」 

寺
原
先
生
「
ど
う
い
う
事
も
何
も
、
今
日
は
届
け
に 

行
か
な
く
て
い
い
よ
」 

城
ケ
崎
「
喧
嘩
、
売
っ
て
ん
の
か
よ
。
早
く
プ
リ
ン 

ト
よ
こ
せ
よ
」 

寺
原
先
生
「
よ
こ
せ
も
な
に
も
、
今
日
は
プ
リ
ン
ト 
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は
な
い
ん
だ
よ
。
配
る
物
が
な
い
ん
だ
よ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
寺
原
先
生
の
机
を
蹴
る
。 

城
ケ
崎
「
ク
ソ
っ
た
れ
！
」 

寺
原
先
生
「
お
い
！
机
に
八
つ
当
た
り
を
す
る
な
。 

こ
れ
は
市
民
の
税
金
で
賄
っ
て
い
る
ん
だ
ぞ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

寺
原
先
生
「
そ
れ
に
、
も
う
市
野
瀬
さ
ん
の
家
に
プ 

リ
ン
ト
を
届
け
に
行
か
な
く
て
い
い
か
ら
」 

城
ケ
崎
「
あ
？
」 

寺
原
先
生
「
も
う
充
分
や
っ
た
か
ら
、
い
い
よ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

寺
原
先
生
「
何
だ
？
嬉
し
く
な
い
の
か
？
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
や
っ
と
、
面
倒
な
事
か
ら
解
放
さ 

 

た
よ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
教
室
を
出
て
行
く
。 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
美
子
の
部
屋
（
夕
方
） 

 
 

 

美
子
、
椅
子
に
座
り
、
勉
強
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

家
の
外
か
ら
、
城
ケ
崎
が
乗
っ
て
い
る
で
あ 

 
 

 

ろ
う
原
付
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え 
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る
。 

美
子
「
あ
！
」 

 
 

 

美
子
、
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
置
い
て
、
部
屋
を
出 

 
 

 

て
行
く
。 

 

○ 

同
・
前 

 
 

 

美
子
、
家
か
ら
出
て
来
る
。 

 
 

 

市
野
瀬
家
の
前
を
城
ケ
崎
が
乗
っ
た
原
付
バ 

イ
ク
が
通
り
過
ぎ
る
。 

美
子
「
・
・
・
城
ケ
崎
君
？
」 

 

○ 

道
（
夕
方
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 

 
 

 

サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を
見
る
と
、
見
送
っ
て
い
る 

 
 

 

美
子
の
姿
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 

○ 

北
高
・
教
室
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
日
曜
日
」 
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○ 

城
ケ
崎
家
・
拓
海
の
部
屋 

城
ケ
崎
、
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
、
漫
画
を
読 

ん
で
い
る
が
、
飽
き
た
の
か
漫
画
を
閉
じ
て 

床
に
投
げ
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
美
子
の
部
屋 

 
 

 

美
子
、
椅
子
に
座
り
勉
強
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

積
み
あ
げ
ら
れ
た
参
考
書
の
近
く
に
は
、
こ 

 
 

 

れ
ま
で
に
城
ケ
崎
が
届
け
て
く
れ
た
プ
リ
ン 

ト
の
束
。 

 
 

 

美
子
、
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
置
き
、
そ
の
プ
リ
ン 

ト
の
束
を
手
に
取
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 

○ 

バ
イ
ク
屋 

 
 

 

城
ケ
崎
、
バ
イ
ク
を
い
じ
っ
て
い
る
。 

 

○ 

原
田
家
・
台
所 

 
 

 

バ
イ
ク
屋
の
２
階
は
、
原
田
さ
ん
と
ユ
カ
リ 
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さ
ん
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
手
を
洗
っ
て
い
る
。 

 
○ 
同
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

 
城
ケ
崎
、
入
っ
て
来
る
。 

 
 

 

ユ
カ
リ
さ
ん
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
饅
頭
と
お
茶 

を
準
備
し
て
い
る
。 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
ほ
ら
、
座
っ
て
」 

城
ケ
崎
「
う
ん
」 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

城
ケ
崎
、
饅
頭
を
食
べ
て
い
る
。 

 
 

 

ユ
カ
リ
さ
ん
は
、
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
。 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
饅
頭
と
お
茶
っ
て
、
私
も
、
お
ば
あ 

 

ち
ゃ
ん
み
た
い
だ
な
ぁ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
ク
ス
っ
と
笑
う
。 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
今
度
、
闘
う
ん
で
し
ょ
？
」 

城
ケ
崎
「
う
ん
。
命
か
け
て
く
る
わ
」 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
そ
ん
な
の
に
命
な
ん
か
か
け
ち
ゃ
っ 

て
。
あ
れ
で
し
ょ
？
た
だ
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の 

パ
ク
リ
で
し
ょ
？
天
下
一
武
道
会
だ
っ
け
？
」 
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城
ケ
崎
「
天
下
統
一
戦
だ
よ
、
間
違
え
な
い
で
」 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
何
で
も
い
い
よ
」 

城
ケ
崎
「
ユ
カ
リ
さ
ん
は
、
原
田
さ
ん
の
天
下
統
一 

 
戦
は
見
に
行
っ
た
の
？
」 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
行
く
訳
な
い
じ
ゃ
ん
。
あ
の
頃
、
付 

き
合
っ
て
い
た
事
も
、
周
り
に
隠
し
て
い
た
ん
だ 

か
ら
」 

城
ケ
崎
「
何
で
？
」 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
私
が
、
南
高
だ
っ
た
か
ら
？
」 

城
ケ
崎
「
え
？
ユ
カ
リ
さ
ん
っ
て
、
南
高
だ
っ
た 

の
？
」 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
う
ん
」 

城
ケ
崎
「
北
高
の
男
が
南
高
の
女
子
と
付
き
合
っ
て 

 

い
い
の
？
」 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
当
時
も
ね
、
な
ん
か
そ
れ
を
気
に
し 

 

て
、
あ
い
つ
は
周
り
に
隠
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
別 

に
私
は
言
っ
て
も
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
」 

城
ケ
崎
「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
別
に
付
き
合
っ
て
も 

い
い
ん
だ
」 

ユ
カ
リ
さ
ん
「
当
た
り
前
じ
ゃ
ん
！
誰
を
好
き
に
な 
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ろ
う
が
、
誰
と
付
き
合
う
が
、
そ
の
人
の
勝
手
で 

 

し
ょ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
そ
う
な
の
か
」 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
美
子
の
部
屋
（
夕
方
） 

 
 

 

椅
子
に
座
っ
て
い
る
美
子
は
、
裁
縫
を
し
て 

 
 

 

い
る
。 

 

○ 

北
高
・
教
室 

 
 

 

Ｔ
「
月
曜
日
」 

 
 

 

騒
が
し
い
教
室
内
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。
足
は
、
机 

 
 

 

に
乗
せ
、
腕
組
み
を
し
て
い
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
（
ガ
ム
を
噛
ん
で
い
る

）
」 

 
 

 

教
室
の
後
方
の
ド
ア
が
、
大
き
な
音
を
立
て 

 
 

 

て
、
倒
れ
る
。 

 
 

 

女
子
生
徒
か
ら
は
悲
鳴
が
上
が
り
、
教
室
内 

 
 

 

は
静
か
に
な
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
（
ド
ア
を
見
る

）
」 

 
 

 

教
室
に
南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
５
人
が
入
っ
て
来 
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る
。 

 
 

 

そ
の
中
に
は
、
南
高
の
番
長
、
黒
崎
の
姿
。 

黒
崎
「
よ
ー
、
城
ケ
崎
」 

城
ケ
崎
「
何
だ
、
コ
ノ
野
郎
」 

黒
崎
「
天
下
統
一
戦
の
挨
拶
を
し
に
来
た
」 

 
 

 

黒
崎
の
取
り
巻
き
の
ヤ
ン
キ
ー
Ａ
が
、 

ヤ
ン
キ
ー
Ａ
「
黒
崎
さ
ん
が
、
挨
拶
し
に
来
た
。
感 

謝
し
ろ
よ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

黒
崎
「
明
日
の
朝
九
時
。
場
所
は
去
年
と
同
じ
、
あ 

 

の
空
地
だ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
あ
ぁ
」 

黒
崎
「
遅
刻
は
厳
禁
だ
。
無
断
欠
席
は
棄
権
と
み
な 

し
、
負
け
犬
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
お
前
は
一
生
、 

こ
の
街
で
生
き
て
い
ら
れ
な
く
な
る
。
い
い
な
？
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
上
等
だ
よ
」 

 

○ 

同
・
廊
下 

 
 

 

寺
原
先
生
、
城
ケ
崎
と
黒
崎
の
話
を
聞
い
て 

 
 

 

い
た
。 
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寺
原
先
生
「
・
・
・
」 

 
 

 

教
室
か
ら
、
南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
た
ち
が
出
て 

 
 

 

来
る
。 

寺
原
先
生
「
・
・
・
お
疲
れ
様
で
す
（
小
声
で

）
」 

 

○ 

同
・
教
室 

 
 

 

静
か
な
教
室
内
。 

 
 

 

城
ケ
崎
は
、
椅
子
に
座
り
、
足
は
机
に
乗
せ 

 
 

 

て
い
る
。 

 
 

 

寺
原
先
生
、
入
っ
て
来
て
、
城
ケ
崎
に
、 

寺
原
先
生
「
い
や
～
、
随
分
と
騒
が
し
か
っ
た
ね
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

寺
原
先
生
「
城
ケ
崎
君
。
お
願
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、 

 

い
い
か
な
？
」 

城
ケ
崎
「
何
だ
よ
？
」 

寺
原
先
生
「
市
野
瀬
さ
ん
の
家
に
プ
リ
ン
ト
を
届
け 

 

て
欲
し
い
ん
だ
が
」 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
。
早
く
よ
こ
せ
よ
」 

寺
原
先
生
「
そ
れ
が
ね
、
ま
だ
プ
リ
ン
ト
を
作
っ
て 

 

い
な
く
て
ね
。
お
そ
ら
く
明
日
の
朝
九
時
頃
に
出 



 42 

来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。
あ
～
、
今
日
は
徹
夜 

を
し
な
い
と
な
ぁ
」 

城
ケ
崎
「
そ
の
時
間
は
予
定
が
あ
る
か
ら
無
理
だ
な
。 

お
前
が
自
分
で
届
け
に
行
け
」 

寺
原
先
生
「
君
が
プ
リ
ン
ト
を
届
け
に
行
か
な
い
と
、 

 

卒
業
は
認
め
な
い
よ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
寺
原
先 

生
の
胸
倉
を
掴
む
。 

城
ケ
崎
「
も
う
、
卒
業
出
来
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
よ
」 

寺
原
先
生
「
そ
ん
な
事
、
言
っ
た
け
な
ぁ
？
」 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
？
」 

寺
原
先
生
「
い
い
か
い
、
城
ケ
崎
君
。
社
会
っ
て
い 

 

う
の
は
ね
、
理
不
尽
な
事
も
我
慢
し
て
受
け
い
れ 

 

な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
」 

城
ケ
崎
「
テ
メ
ェ
・
・
・
」 

寺
原
先
生
「
ど
う
し
て
も
、
届
け
る
の
が
無
理
な
ら
、 

 

市
野
瀬
さ
ん
に
取
り
に
来
て
も
ら
う
し
か
な
い
か 

 

な
ぁ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

寺
原
先
生
「
あ
！
で
も
、
あ
の
子
は
引
き
こ
も
り
だ 
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か
ら
、
家
か
ら
一
歩
も
出
ら
れ
な
い
ん
だ
っ
た
ね
。 

 

彼
女
は
弱
い
子
だ
か
ら
、
き
っ
と
無
理
だ
ろ
う
な
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
寺
原
先
生
の
頬
を
殴
る
。 

 
 

 

寺
原
先
生
、
床
に
倒
れ
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
あ
い
つ
は
、
あ
い
つ
は
弱
く
な
ん 

 

か
ね
ぇ
よ
！
」 

寺
原
先
生
「
・
・
・
ど
う
だ
ろ
う
ね
。
人
っ
て
い
う 

 

の
は
、
そ
ん
な
簡
単
に
変
わ
ら
な
い
も
ん
だ
よ
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
美
子
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 

美
子
、
椅
子
に
座
り
勉
強
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

外
か
ら
、
城
ケ
崎
が
運
転
し
て
い
る
原
付
バ 

イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
る
。 

美
子
「
！
」 

 
 

 

エ
ン
ジ
ン
音
は
、
消
え
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン 

 
 

 

の
音
が
微
か
に
聞
こ
え
る
。 

 
 

 

美
子
、
部
屋
を
飛
び
出
し
て
行
く
。 

 

○ 

同
・
玄
関 
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美
子
、
ド
ア
を
開
け
る
と
城
ケ
崎
が
立
っ
て 

い
る
。 

美
子
「
城
ケ
崎
君
。
こ
ん
な
夜
に
ど
う
し
た
の
？
」 

城
ケ
崎
「
お
前
、
明
日
学
校
に
来
い
よ
」 

美
子
「
え
？
」 

城
ケ
崎
「
ほ
ら
、
あ
れ
だ
ろ
。
家
に
ず
っ
と
い
る
の 

 

も
飽
き
た
だ
ろ
。
た
ま
に
は
、
気
分
転
換
で
外
に 

 

も
出
ろ
よ
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
保
健
の
先
生
に
、
聞
い
た
ん
だ
け
ど
さ
、 

 

何
か
途
中
で
無
理
に
な
っ
た
ら
、
保
健
室
で
休
め 

る
ら
し
い
よ
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
そ
れ
で
も
一
応
、
授
業
は
出
席
扱
い
に
な 

る
ら
し
い
」 

美
子
「
城
ケ
崎
君
は
、
明
日
学
校
に
来
る
ん
で
か
？
」 

城
ケ
崎
「
俺
は
、
明
日
、
大
事
な
用
事
が
あ
る
か
ら
、 

 

午
後
に
来
る
と
思
う
」 

美
子
「
じ
ゃ
あ
、
私
も
午
後
か
ら
出
席
し
ま
す
」 

城
ケ
崎
「
そ
れ
だ
と
ダ
メ
な
ん
だ
よ
。
朝
の
九
時
ま 
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で
に
登
校
し
な
い
と
」 

美
子
「
・
・
・
あ
ぁ
」 

城
ケ
崎
「
な
、
頼
む
よ
。
学
校
に
来
て
く
れ
」 

美
子
「
何
で
、
そ
ん
な
に
私
に
学
校
に
来
て
欲
し
い 

 

ん
で
す
か
？
」 

城
ケ
崎
「
い
や
、
そ
れ
は
・
・
・
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
と
り
あ
え
ず
、
面
倒
く
せ
ぇ
事
、
考
え
な 

い
で
学
校
に
来
い
！
分
か
っ
た
な
」 

美
子
「
・
・
・
は
、
は
い
」 

城
ケ
崎
「
美
子
は
、
弱
く
な
ん
か
ね
ぇ
。
大
丈
夫
だ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 

○ 

地
方
都
市
の
風
景
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
火
曜
日
」 

 

○ 

城
ケ
崎
家
・
拓
海
の
部
屋
（
朝
） 

 
 

 

特
攻
服
に
着
替
え
終
え
た
城
ケ
崎
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
よ
し
、
行
く
か
！
オ
ラ
ァ
！
」 
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○ 

市
野
瀬
家
・
美
子
の
部
屋
（
朝
） 

 
 

 

制
服
に
着
替
え
終
え
た
美
子
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 

○ 

道
（
朝
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い
る
。 

 

○ 

北
高
近
く
の
道
（
朝
） 

 
 

 

美
子
、
ば
ぁ
ば
と
一
緒
に
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
足
取
り
の
重
い
美
子
を
心
配
そ
う 

な
表
情
で
見
つ
め
る
。 

 

○ 

空
地
近
く
（
朝
） 

 
 

 

城
ケ
崎
、
原
付
バ
イ
ク
を
停
め
る
。 

 

○ 

空
地
（
朝
） 

 
 

 

南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
、
３
０
人
程
が
集
ま
っ
て 

 
 

 

い
る
。 

 
 

 

そ
の
中
心
に
い
る
の
が
番
長
の
黒
崎
だ
。 

 
 

 

南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
の
前
に
、
た
っ
た
一
人
で 
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現
れ
る
城
ケ
崎
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

 
 

 

近
く
に
あ
る
工
場
の
煙
突
か
ら
は
、
煙
が
出 

て
い
る
。 

城
ケ
崎
「
シ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
」 

 
 

 

南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
た
ち
が
、
一
斉
に
城
ケ
崎 

の
元
に
走
り
出
す
。 

 

○ 

北
高
・
廊
下
（
朝
） 

 
 

 

騒
が
し
い
廊
下
。 

 
 

 

美
子
、
教
室
の
入
口
近
く
で
立
ち
止
ま
っ
て 

い
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 

○ 

空
地
（
朝
） 

 
 

 

天
下
統
一
戦
。 

 
 

 

城
ケ
崎
、
た
っ
た
一
人
で
南
高
の
ヤ
ン
キ
ー 

た
ち
を
、
ぶ
ん
殴
っ
て
い
く
。 

 

○ 

北
高
・
廊
下
（
朝
） 
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美
子
、
教
室
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

 

教
室
に
一
歩
入
ろ
う
と
し
た
り
、
引
っ
込
め 

っ
て
は
、
入
ろ
う
と
し
た
り
の
繰
り
返
し
を 

す
る
。 

 

○ 

空
地
（
朝
） 

 
 

 

南
高
の
ヤ
ン
キ
ー
、
２
９
名
が
地
面
に
倒
れ 

て
い
る
。 

傷
だ
ら
け
の
城
ケ
崎
は
、
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り 

な
が
ら
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

黒
崎
は
余
裕
の
表
情
で
、
城
ケ
崎
の
前
に
立 

っ
て
い
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
て
、
て
、
天
下
ま
で
、
あ
と
も
う 

一
歩
だ
ぞ
！
（
声
を
振
り
絞
っ
て

）
」 

 
 

 

黒
崎
、
持
っ
て
い
た
金
属
バ
ッ
ト
で
、
城
ケ 

崎
の
頭
に
め
が
け
て
フ
ル
ス
イ
ン
グ
す
る
。 

 

○ 

北
高
・
正
門
（
朝
） 

 
 

 

正
門
の
前
に
立
っ
て
い
る
、
ば
ぁ
ば
の
元
に 

美
子
が
来
る
。 
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美
子
「
・
・
・
ば
ぁ
ば
」 

ば
ぁ
ば
「
大
丈
夫
だ
よ
、
よ
く
頑
張
っ
た
ね
ぇ
」 

 
 

 

美
子
、
ば
ぁ
ば
に
抱
き
つ
く
。 

美
子
「
ご
め
ん
ね
、
ば
ぁ
ば
。
ご
め
ん
ね
」 

ば
ぁ
ば
「
う
う
ん
、
大
丈
夫
。
大
丈
夫
」 

 
 

 

美
子
の
目
か
ら
は
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。 

 

○ 

同
・
教
室 

 
 

 

騒
が
し
い
教
室
。 

 
 

 

教
壇
に
立
っ
て
い
る
寺
原
先
生
は
、
腕
時
計 

の
時
刻
を
見
る
。 

時
刻
は
９
時
３
０
分
。 

寺
原
先
生
、
小
さ
な
声
で
ブ
ツ
ブ
ツ
と
、 

寺
原
先
生
「
残
念
で
す
。
私
は
優
し
い
か
ら
３
０
分 

程
、
大
目
に
見
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
現
れ
ま
せ 

ん
で
し
た
。
人
っ
て
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
ん
で 

す
よ
ね
ぇ
。
残
念
で
す
。
試
合
終
了
で
す
。
え
ー
、 

そ
れ
で
は
授
業
を
始
め
ま
す
、
教
科
書
・
・
・
」 

 
 

 

騒
が
し
い
教
室
、
寺
原
先
生
の
話
は
誰
も
聞 

い
て
い
な
い
。 
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城
ケ
崎
と
美
子
の
席
に
は
、
誰
も
座
っ
て
い 

な
い
。 

 
○ 
道
（
朝
） 

 
 

 
美
子
と
ば
ぁ
ば
が
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 

空
地
の
近
く
で
、
城
ケ
崎
の
原
付
バ
イ
ク
を 

 
 

 

見
つ
け
る
。 

美
子
「
あ
！
城
ケ
崎
君
の
バ
イ
ク
だ
」 

 
 

 

美
子
、
原
付
バ
イ
ク
の
元
に
駆
け
寄
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 

○ 

空
地
（
朝
） 

 
 

 

美
子
と
ば
ぁ
ば
が
、
空
地
に
入
っ
て
来
る
と
、 

 
 

 

空
地
の
真
ん
中
で
、
城
ケ
崎
が
倒
れ
て
い
る
。 

美
子
「
城
ケ
崎
君
！
」 

 
 

 

美
子
、
城
ケ
崎
の
元
に
駆
け
寄
る
。 

 
 

 

城
ケ
崎
は
、
燃
え
尽
き
て
い
る
。 

美
子
「
大
丈
夫
？
」 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
」 

美
子
「
何
で
？
ど
う
し
た
の
？
」 
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城
ケ
崎
「
ど
う
し
た
の
？
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
お
前
こ
そ
、 

 

学
校
は
ど
う
し
た
ん
だ
よ
」 

美
子
「
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
。
教
室
の
前
ま
で
は 

 
行
け
た
ん
だ
け
ど
、
あ
と
一
歩
、
勇
気
が
出
な
か 

っ
た
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
何
、
や
っ
て
ん
だ
よ
」 

美
子
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
ま
た
、
明
日
チ
ャ
レ
ン
ジ 

 

す
る
。
城
ケ
崎
君
は
、
明
日
、
学
校
に
来
る
よ 

ね
？
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
俺
は
、
も
う
。
行
か
ね
ぇ
よ
」 

美
子
「
え
？
」 

城
ケ
崎
「
高
校
は
辞
め
る
。
て
い
う
か
、
辞
め
さ
せ 

 

ら
れ
る
」 

美
子
「
ど
う
い
う
事
？
」 

城
ケ
崎
「
あ
の
変
態
教
師
と
賭
け
み
た
い
な
事
を
し 

 

た
ん
だ
よ
。
美
子
が
学
校
に
来
れ
る
か
、
ど
う
か 

 

的
な
」 

美
子
「
そ
れ
で
、
私
が
学
校
に
来
れ
な
か
っ
た
か
ら
、 

 

城
ケ
崎
君
が
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
の
？
」 

城
ケ
崎
「
あ
ぁ
、
ま
ぁ
、
そ
れ
は
気
に
す
ん
な
」 
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美
子
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
ご
め
ん
な
さ
い
」 

城
ケ
崎
「
別
に
い
い
よ
。
天
下
統
一
戦
で
、
こ
ん
な 

 

に
も
無
様
に
負
け
た
ん
だ
。
も
う
、
ど
っ
ち
み
ち 

北
高
に
は
い
ら
れ
ね
ぇ
よ
」 

美
子
「
そ
ん
な
事
な
い
よ
。
誰
も
城
ケ
崎
君
の
事
を 

 

責
め
た
り
し
な
い
よ
」 

 
 

 

城
ケ
崎
、
腕
で
目
を
隠
す
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
龍
一
郎
、
ガ
ッ
カ
リ
し
て
い
る
よ 

 

な
ぁ
ぁ
」 

美
子
「
・
・
・
誰
で
す
か
？
そ
の
人
は
？
」 

城
ケ
崎
「
俺
の
一
番
の
親
友
だ
よ
。
で
も
、
あ
い
つ 

バ
カ
だ
か
ら
バ
イ
ク
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
て
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
あ
い
つ
の
為
に
、
絶
対
に
絶
対
に
、
こ
の 

天
下
統
一
戦
は
勝
ち
た
か
っ
た
ん
だ
。
で
も
、
俺
、 

あ
い
つ
と
の
約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
」 

美
子
「
き
っ
と
、
龍
一
郎
さ
ん
は
、
城
ケ
崎
君
に
、 

 

“
よ
く
や
っ
た
”
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま 

 

す
よ
」 

城
ケ
崎
「
そ
ん
な
訳
ね
ぇ
だ
ろ
！
」 
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美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
人
間
に
は
、
絶
対
に
勝
た
な
き
ゃ
い
け
な 

 

い
瞬
間
っ
て
も
ん
が
あ
ん
だ
よ
！
男
と
か
女
と
か
、 

 
関
係
ね
ぇ
よ
。
勝
た
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
」 

美
子
「
・
・
・
」 

城
ケ
崎
「
・
・
・
俺
、
勝
ち
た
か
っ
た
」 

美
子
「
・
・
・
こ
れ
、
作
っ
た
の
」 

 
 

 

美
子
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
“
交
通
安
全
”
の
お 

守
り
を
渡
す
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
今
、
渡
す
も
ん
か
よ
」 

 

○ 

地
方
都
市
の
風
景
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
水
曜
日
」 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
美
子
の
部
屋
（
朝
） 

 
 

 

制
服
姿
の
美
子
、
鏡
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

美
子
、
小
さ
く
気
合
い
を
入
れ
る
。 

美
子
「
・
・
・
シ
ャ
ッ
！
」 

 

○ 

同
・
玄
関 
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美
子
、
靴
を
履
き
立
ち
上
が
る
。 

 
 

 

ば
ぁ
ば
が
美
子
の
元
に
来
る
。 

ば
ぁ
ば
「
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
か
」 

美
子
「
ば
ぁ
ば
は
、
こ
こ
で
大
丈
夫
だ
よ
」 

ば
ぁ
ば
「
え
？
」 

美
子
「
あ
り
が
と
う
。
後
は
一
人
で
大
丈
夫
だ
か
ら
」 

ば
ぁ
ば
「
そ
う
・
・
・
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」 

美
子
「
い
っ
て
き
ま
す
」 

 
 

 

美
子
、
家
を
出
る
。 

 

○ 

北
高
・
廊
下
（
朝
） 

 
 

 

騒
が
し
い
廊
下
。 

 
 

 

美
子
、
教
室
の
入
口
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て 

い
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 
 

 

美
子
、
自
分
の
足
元
を
見
て
、
小
声
で
、 

美
子
「
人
間
に
は
、
勝
た
な
き
ゃ
い
け
な
い
瞬
間
っ 

て
も
ん
が
あ
る
。
男
と
か
、
女
と
か
関
係
ね
ぇ
」 

 
 

 

美
子
、
深
呼
吸
し
て
、
教
室
に
入
る
。 
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○ 

地
方
都
市
の
風
景
（
朝
） 

 

○ 

北
高
・
教
室
（
朝
） 

 
 

 

騒
が
し
い
教
室
。 

 
 

 
美
子
、
窓
際
の
席
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

教
壇
に
は
、
学
年
主
任
が
立
っ
て
い
る
。 

学
年
主
任
「
ほ
ら
、
席
に
着
き
な
さ
い
。
動
物
園
か 

 

よ
、
こ
こ
は
ホ
ン
ト
に
」 

 
 

 

一
部
の
生
徒
か
ら
は
“
寺
原
捕
ま
っ
た
っ
て 

本
当
？
”
や
“
二
度
目
な
ん
で
し
ょ
？
” 

“
ま
た
か
よ
”
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

学
年
主
任
「
寺
原
先
生
の
事
は
、
忘
れ
て
い
い
か
ら
」 

 
 

 

美
子
、
い
く
つ
か
空
い
て
い
る
席
を
見
て
い 

る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 

○ 

市
野
瀬
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
食
卓
の
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

時
計
の
時
刻
は
朝
の
１
０
時
。 

 
 

 

玄
関
の
ド
ア
が
開
く
音
が
す
る
。 
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ば
ぁ
ば
「
帰
っ
て
来
た
」 

 
 

 

ば
ぁ
ば
、
玄
関
へ
と
向
か
う
。 

 
○ 
同
・
玄
関 

 
 

 
ば
ぁ
ば
、
玄
関
に
向
か
う
と
、
美
子
が
立
っ 

て
い
る
。 

ば
ぁ
ば
「
お
か
え
り
、
美
子
」 

美
子
「
た
だ
い
ま
」 

ば
ぁ
ば
「
ど
う
だ
っ
た
？
」 

美
子
「
う
ん
・
・
・
ま
ぁ
ま
ぁ
か
な
」 

ば
ぁ
ば
「
そ
う
。
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
い
い
の
よ
。
焦 

ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
」 

美
子
「
う
ん
」 

ば
ぁ
ば
「
城
ケ
崎
さ
ん
は
？
」 

 
 

 

美
子
、
顔
を
横
に
振
る
。 

 

○ 

同
・
美
子
の
部
屋
（
朝
） 

 
 

 

美
子
、
椅
子
に
座
り
勉
強
を
し
て
い
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 
 

 

家
の
外
か
ら
、
聞
い
た
事
が
あ
る
原
付
バ
イ 
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ク
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
る
。 

美
子
「
！
」 

 
 

 

美
子
、
急
い
で
部
屋
を
出
る
。 

 

○ 

同
・
前 

 
 

 

美
子
、
家
か
ら
出
て
き
て
道
に
出
る
と
、
原 

付
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
城
ケ
崎
が
、
遠
の
い
て 

い
く
。 

美
子
、
城
ケ
崎
の
背
中
を
見
て
い
る
。 

美
子
「
・
・
・
」 

 
 

 

美
子
、
足
元
に
封
筒
が
置
い
て
あ
る
の
に
、 

気
づ
き
、
封
筒
を
拾
う
。 

封
筒
の
中
に
は
、
手
紙
が
入
っ
て
い
る
。 

 
 

 

美
子
、
手
紙
を
読
み
始
め
る
。 

城
ケ
崎
の
声
「
美
子
へ
。
俺
は
直
接
、
何
か
を
言
っ 

た
り
、
伝
え
た
り
す
る
の
は
ダ
サ
い
と
思
っ
て
い 

る
か
ら
、
今
、
こ
う
し
て
手
紙
を
書
い
て
い
る
。 

お
前
に
プ
リ
ン
ト
を
届
け
る
っ
て
い
う
の
は
、
正 

直
め
ん
ど
く
さ
い
し
、
も
う
一
度
や
れ
っ
て
言
わ 

れ
た
ら
絶
対
に
や
ら
な
い
と
思
う
。
で
も
、
正
直
、 
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や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
。
お
前
と
出
会
え
た
か 

ら
。
だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
力
で
、
プ
リ 

ン
ト
を
受
け
取
り
に
行
け
。
お
前
だ
っ
た
ら
、
出 

来
る
は
ず
だ
。
俺
は
天
下
統
一
戦
で
負
け
た
か
ら
、 

こ
の
街
に
は
住
め
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
う 

し
て
別
れ
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
俺
と
お
前
は
、 

何
も
か
も
が
違
う
。
身
分
の
差
も
あ
る
。
き
っ
と 

会
う
事
も
無
く
な
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
も
し
ど
こ 

か
で
、
会
っ
た
り
し
た
ら
、
ビ
ビ
ら
ず
に
声
を
か 

け
て
欲
し
い
。
俺
も
遠
慮
な
く
お
前
に
話
し
か
け 

る
。
久
し
ぶ
り
だ
か
ら
、
き
っ
と
話
を
し
た
い
事 

が
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ぁ
、
い
ろ
い
ろ
と 

書
い
た
け
ど
、
結
局
、
何
が
言
い
た
い
か
と
言
う 

と
、
俺
は
美
子
の
事
が
好
き
だ
し
、
離
れ
て
い
て 

も
仲
良
く
し
て
欲
し
い
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ

]
 

 

○ 

道
（
朝
） 

 
 

 

ど
こ
ま
で
も
続
く
一
本
道
。 

 
 

 

城
ケ
崎
拓
海
は
、
原
付
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
て 

い
る
。 
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城
ケ
崎
の
声
「
お
前
が
お
守
り
を
く
れ
た
か
ら
、
お 

返
し
に
、
こ
の
手
紙
を
書
い
た
。
よ
く
分
か
ん
ね 

ぇ
け
ど
、
こ
の
お
守
り
が
あ
れ
ば
、
死
ぬ
事
は
な 

さ
そ
う
だ
。
あ
り
が
と
う
な
。
城
ケ
崎
拓
海
」 

原
付
バ
イ
ク
の
鍵
に
は
美
子
が
作
っ
た
“
交 

通
安
全
の
お
守
り
”
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

城
ケ
崎
「
・
・
・
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

 


